2005年度島田ゼミ論文について
A. ゼミ論のテーマ-----下記から一つ選択すること：
1　 「The Cider House Rulesにおける規則(rules)の意義」： この作品における規則(rules)の意義を分析し、"the cider house rules"の象徴の意味を論じなさい。[主要な登場人物がrulesについて様々な見解を持ち、それを破り守ろうとすることによりこの作品は構成されていると言えるが、最終的には作者はこの作品のタイトルである"the cider house rules"をどのような象徴として提示しているかテーマと関連づけて論じる。]
2　 「The Cider House Rulesと失楽園神話」：聖書のエデンの園神話（失楽園神話）との関連を分析して、この作品を論じなさい。[禁断の木の実＝appleとした場合、エデンの園神話（失楽園=人の堕落=成長）のモチーフがどのようにこの作品では利用されているか、テーマにも言及して論じる。]
3　 「The Cider House Rulesにおける「父と子」のモチーフ」：この作品を「父と子」の関係と「孤児」であることの意義に焦点を当てて論じなさい。[この作品にはDr. Larch、Wally、Angelなどと彼らの父親の関係が描かれているが、Dr. Larchと「孤児」であるHomerは皮肉にも真の「父と子」よりも深い絆で結ばれた「父と子」の関係を持っている。またこの作品の主題であるabortionには母親の選択権が重視され、「父と胎児」の関係は軽視される傾向がある。これらの点に着目してこの作品の主題を論じる。]
4　 自由テーマ。上記以外のテーマで論文を書きたい場合は、12月21日(水)までにどのような表題、テーマ、概略で書きたいかを電子メールにまとめて島田まで提出し許可を得ること。
B. 書式など：
1　 量は4,800字以上6,000字以内（400字詰め原稿用紙12-15枚分。英文字は0.5文字の目安）とする。全員ワープロによりレポートを作成し、テキストファイル、またはWordファイルに変換して提出してもらう。Wordファイルの場合はA4の縦用紙に横書き（各ページの行数36、１行文字数40の既定値とする）の体裁とする。
2　 テキストからの英文の引用を必ずつけること。英文字は全角ではなく半角を使用し３行以内の引用は本文に引用符(“  ”)を付して引用し、それ以上は引用文として（引用文の上下を１行づつ空ける）引用すること。（ゼミのＨＰに載っている過去のゼミ論を参照して下さい。）いずれの場合も末尾に(  )にページ数を記すこと（行数を表示する必要はない）。例： “ ‘All right, then, I’ll go to hell’—and tore it [the letter] up.” (p. 235) [←p. 235のように、pは小文字、p.のあとに半角スペースを入れること。また、英文の引用は半角を使用し、ピリオドなどの文末(. ? !)のあとには、半角２スペース、それ以外の句読点(, : ; など)のあとには、半角１スペースを入れること] テキスト以外の文献から引用する場合もこれに準ずるが、その際は書名も付すこと。例：
　
　
『ハックルベリー・フィンの冒険』は、しかも、決してノスタルジーの産物ではない。ハック・フィンは、いままでのマーク・トウェインが避けたり、対応しきれなくて仕残していた問題に、自分の存在をかけて対決していくのである。つまり、自然と文明、自由と秩序、野生と教養という二つの対立する価値観の間に、人間はどういう存在を確立できるか、という問題である。（亀井俊介『マーク・トウェインの世界』(南雲堂, 1995), pp. 348-49）[←引用箇所が複数のページにまたがる場合はpp. と記す]

3　 ゼミ論のタイトルは本題を上記の「　」の太字とし、それ以外に副題として「カッコイイ」タイトルを付けること！
Ｃ 提出期限、その他
1　 締め切りは1月23日（月）午後8時までとし、shimada@dokkyo.ac.jpにe-mailで送ること。テキストファイルの場合はe-mailの本文に貼りつけ、Wordファイルの場合は添付文書としてe-mailで送信すること。メールの標題は “A New Life” とし、添付ファイルの場合のファイル名は半角小文字ローマ字の自分の姓とする（例：shimada.doc）。

締め切り日必着のフロッピー・ディスクでの島田宅（住所はメールで問い合わせて下さい）への郵送、研究室への直接提出も受け付けるが、その場合もファイル名は、必ず半角小文字ローマ字の自分の姓とする（例：Wordファイルshimada.doc; テキストファイルshimada.txt）。

2　 上記の締め切り期限を守らない場合は、今年度のゼミは不可となるので注意すること。
3　 定期試験期間中に、コンピュータ教室を使用して、ゼミ論をホームページ化する作業（２時間程度）をする予定。その日時などは後日連絡する。
4　 ゼミ論の要件を満たしていない場合や、剽窃の疑いがある場合は、再提出を求めるので注意すること。
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